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2 度の震度 7 を観測した益城町中心市街地では被害は活断層沿いの幅数㎞の細長

い範囲に集中したが，地表地震断層に伴うズレ変位による建築物倒壊は無かっ

た．被害の主因は地震動の増幅によるもので，地盤条件に依存していた．これ

は益城市街地が，丘陵でありながら，阿蘇カルデラからの豊富な地下水環境の

ために高含水の火山灰質軟弱地盤となっていたことに素因があった．
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